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 水試料の溶存無機炭素（DIC）分析にあたり、試料中に生息する微生物の活動を停止させる処

理が必要で、塩化第二水銀による殺菌が国際的に認知されてきた。しかし、水銀の使用は環境

負荷も高いことや、その管理がより厳格に求められるようになっていることから、著者らは水

銀添加を代替する手法として、塩化ベンザルコニウム（BAC）を添加について検討を行ってき

た（Takahashi et al., 2019; Takahashi and Minami, 2022）。その結果、陸水試料の DIC の 14C 濃度や

δ13C の生物活動による変化は、BAC の添加により抑えられることが確認されている。しかし、

海水試料では、無視できない DIC 変化が生じることが明らかになった。その原因は明確ではな

いが、BAC では不活化できない芽胞の影響が指摘されている（Gloël et al., 2015）。芽胞は微生物

と比較するとサイズが大きいことから、孔径の粗いフィルターによるろ過でも除去できると期

待される。そこで、ろ過と BAC 添加を組み合わせた処理について、名古屋港の藤前干潟の海水

とつくば市内の井戸水（地下水）を用いて検証を行った。 
 海水・地下水ともに、ろ過（PTFE と PES フィルター：孔径 45 µｍ）のみを行った試料では
14C 濃度や δ13C の変化がみられた。この検証では、試料に糖を添加して生物活動を高めている

ため DIC 変化が大きくなっているが、その効果を差し引いても無視できない変化である。また、

BAC 添加のみでは、これまでの結果と同様に地下水では DIC 変化を抑制できるが、海水では変

化がみられた。ろ過と BAC 添

加を併用した試料では、海水・

地下水ともに DIC 変化が抑制

できている。 
 ろ過による 14C ブランクの

上昇を検証したところ、フィ

ルターの材質によって、ブラ

ンクの変化の有無が異なるこ

とがわかった。つまり、使用す

るフィルターの選択を適切に

行うことで、ろ過と BAC 添加

を併用する手法は、水銀によ

る殺菌を代替できる可能性が

高いと考えられる。  
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